
平成２５年２月１３日 

環 境 生 活 部 

 

環境生活部啓発 WG の取組について 

 

１ WG の目的・経緯 

環境生活部においては、文化振興、人権、環境活動など複数の課において、啓発活

動が政策目的の達成のために重要な要素となっている。 

そこで、部内各課の広聴広報キーパーソンを中心に啓発 WG を設置し、各課で取り

組んでいる啓発事業について、情報共有、外部専門家との意見交換等を行った。  

WG では、各課で優れた取組があってもそれが部内で共有されていないこと、新た

に啓発事業の担当となった職員が相談する窓口がないことなどの意見や課題が出さ

れた。 

 

２ WG の取組結果 

（１）啓発ヒント集の作成 

   啓発の手法別に、現在実施されている各課の優れた取組（成功事例、工夫や苦労

など）を共有するとともに、啓発にあたっての気づきを促すものとして、これか

ら啓発に取り組む職員の参考となるヒント集を作成 

    

（２）イベントカレンダ の活用 

   イベント実施時期の調整や他のイベントとのコラボレーションに活用できるよ

う部内のイベントカレンダーをイントラ HP に掲載し、共有（毎月更新） 

 

（３）啓発お助け隊（仮称）の設置 

   部内の所属を越えて啓発事業をサポートするしくみとして設置 

   

３ 今後の取組 

啓発事業のプラン段階において、対象や手法等の検討にこのヒント集を活用するな

ど、今後はこれらの取組を活かして、ＰＤＣＡサイクルを着実に進め、より効率的、

効果的な啓発事業を実施することとする。 
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（１）事業構築（Plan） 

①対象と手段の検討 

事務事業を構成する啓発の取組単位で対象、手段（事業内容）を整理する。 

なお、プラン作成にあたっては後述するヒント集を活用する。 

ⅰ ターゲット（誰に、どういった集団に対して等、対象の選定）→対象を拡げる 

ⅱ 具体的な手法（いつ、どこで、どのように）→より効率的、効果的に 

ⅲ 期待する効果 →より効果的に 

 

②事業目標の設定と確認 

各取組により期待する効果がどの段階をめざしているかを整理する。そのうえで、

事業目標の設定にあたって指標を明確にし、数値目標の妥当性を確認する。 

なお、事業効果については、最終的に県民自らが行動するようになることをめざし、

Ａ→Ｂ→Ｃと進むよう手段を工夫していく。 

Ａ 県の取組を知る（気づく） 

Ｂ 県の取組に関心を持つ（共感する） 

Ｃ 県民自らが課題解決に向けて動く（行動する） 

 

（２）事業実施（Do） 

   構築した内容に基づき、事業目標が達成されるよう、確実に啓発事業を実施する。

また、事業構築後も状況の変化等を的確に捉え、新しい情報やアイデアを積極的に 

吸収するとともに、他部局や部内他課との事業連携等に柔軟かつ機動的に対応する。 

 

（３）事業評価（Check、Act） 

   予定どおり事業が実施できたか、それによって期待した効果が得られたか、さらに

施策目標に向けて状況が変化したか等を確認する。期待する効果が達成できなかった

場合は、その要因を分析し、手段の変更、事業の必要性を再検討する。 

   ① 事業結果はどうであったか（参加者数・実施回数等、アウトプットの確認） 

② 期待した効果が得られたか（アンケートの実施等） 

③ 施策目標の達成に向けて進捗があったか（アウトカムへの影響、施策目標等への

貢献） 

 

２ マネジメント･サイクルへの支援（「啓発お助け隊（仮称）」の取組等） 

 今年度の取組としては、各課が知恵を絞り、工夫を重ねた結果等を共有する目的で、

WG で出された意見や共通する課題を「啓発ヒント集」として取りまとめた。その意見

も参考に、来年度は所属を越えて啓発事業をサポートするしくみとして、部内に「啓発

お助け隊（仮称）」を設置する。 
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 この「ヒント集」や「啓発お助け隊（仮称）」が各課の事業実施をサポートし、それぞ

れが持つネットワークも積極的に活用しながら、効果的な啓発に取り組むこととする。 

 部内「啓発」ＷＧについては、引き続き効果的な事業方法や効果測定等の課題につい

て議論を重ねることとし、「啓発お助け隊（仮称）」と一体となって人材育成の機会とし

て活用する。 

 さらに、各事業終了後には「啓発ふりかえり」を徹底し、各啓発取組における気づき、

アイデアをイントラＨＰで共有し、他事業の参考とする。また、「啓発お助け隊（仮称）」

での検討結果とあわせて、ヒント集のバージョンアップをはかり、活用していく。 



    

～啓発ヒント集～ 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

平成平成２２５年１月    

環境環境生活部    
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にはじめに    

啓発というと、チラシやパンフレットの印刷、啓発物品の製作、イベントの

開催などさまざまな方法がありますが、毎年同じ物を作ったり、イベントは委

託事業者に任せっきりなど、作る側・実施する側の視点で考えていないでしょ

うか？ 

チラシを作って送るだけ、スタンドに置くだけ・・・果たしてこれでチラシ

を手に取ってもらえるでしょうか？チラシやパンフレットを作成する際には、

それを見る県民の目線で作成することが必要です。 

環境生活部では、人権、文化振興、環境活動など複数の課において、さまざ

まな啓発事業を行っています。それぞれ扱うテーマ・目的や対象は多種多様で

すが、この中には、自分たちにとっては当たり前のことでも、他の課から見れ

ば“すごい”取組が隠されています。 

そこで、啓発に取り組む課の職員が集まって、ワーキンググループを設置し

て、各課の取組や課題の情報交換と共有、新しい手法の研究など、課題解決に

向けた議論を行いました。 

そして、各課の“すごい”取組を部内で共有することで、これから啓発に取

り組む職員に役立つよう、このヒント集をまとめました。 

このヒント集をご覧いただければ、作る側ではなく、受け取る側の視点で啓

発に取り組んでもらえるかと思います。 

ただし、ヒント集は啓発を行うためのツールです。「県民の皆さんに大切なこ

とを伝えたい、知ってほしい」という職員の思いがなければ伝わりませんし、

すぐに成果が出るものでもありません。 

このヒント集を入り口として、熱い気持ちと努力で、啓発に取り組んでいた

だければと思います。 

 

 

 

環境生活部啓発ＷＧ 
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１１．．啓発全般啓発全般    
    

    

    

○誰に伝伝えたいのえたいのかをまず考える    

○伝 たいえたい相手相手をを明確にすることで、効果的な方法等等がが見見えてえてくる    

 ・ターゲットに合わせてイベント企画を考えると、自然と内容や開催日時が

決まってくる 

・万人受けを狙うより、「小さな子どものいる女性」や「親子連れ」など、タ

ーゲットがはっきりすると、イベントやグッズの内容を作りこめる 

 

 

 

 

○気を引引きやすいきやすいトピックの中に目的を潜ませる 

・関心の低い人に興味を持ってもらうために、堅くなってしまいがちな啓発

の目的は前面に出さず、参加者の気持ちのハードルを下げる工夫をする 

＊男女共同参画のテーマに沿った映画祭を開催する 

＊お正月飾りを作る講座に環境問題の話を盛り込む 

＊自宅のお雑煮やおせち料理を調べるなかで三重の多様性を学んでもらう 

○ ボレーショコラボレーションで広げる    

・まとめて情報を発信することで、一つの情報を目的としている人に他の情

報をみてもらえる 

 ＊みえアートプレス（複数の文化施設の情報をまとめて発信） 

・新しい人を呼び込み、関心の低い人に参加してもらうためには、他の主体

と連携することが有効 

＊他部局他部局等等ととの連携    

・ワンコインコンサート（健康福祉部と総合文化センターの連携） 

    ・カード型ＤＶ相談機関一覧（窓口となる県、市町、県警の連携） 

  ・啓発物品における連携（国、県、関係団体等で啓発グッズの棲み分け） 

＊企業企業とのとの連連携        

・包括協定を活用（コンビニ、スーパーなどでの啓発） 

  ・イベント開催における連携 

＊スポーツイスポーツイベントとの連携    

  ・伊賀ＦＣくのいちとの連携による人権啓発試合の開催 

＊地元地元とのとの連連携    

  ・地元の祭りへのブース出展 

  ・フリーマーケットやゲートボール大会の会場で啓発 

ターゲットを絞る 

「入口」を工夫する 
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○啓発啓発・広報 っ いがしっかりできている所属は、 存既存の県広報 ャンチャンネル かをしっか

り活用していしているる    

・県政だより、新聞、テレビ、ラジオなど使える媒体が豊富 

＊県政だより…照会は発行月3カ月前。発行月 10日～翌9日までの情報 

＊ＦＭ三重、ＣＢＣ、東海ラジオ…毎月の照会以外に、随時相談も可。 

＊県政チャンネル（三重テレビ）…第 1～第4金曜日午後 10時 15分～ 

＊新聞広告…個別に相談が必要。主要 6紙の三重版下5段（紙面約１/３）

と、伊勢新聞全面広告がある。年間各 7回。 

＊チラシ・ポスターの配布（包括協定） 

   …毎月 2 カ月前に照会。ショッピングセンターやコンビニへのチラ

シ配架窓口は広聴広報課のみなので注意！ 

 ・県政だよりの読者は全県民！（毎月７２万部発行） 

 ・手を挙げ続けていれば、広聴広報課から声をかけてもらえることもある 

 

 

    

    

○ ッターツィッター、、フフェイスブックなどＳＮＳを利用 るする    

＊三重の文化    いいね！879、フォロワー1004 

＊県立博物館    フォロワー223 

＊三重の市民活動  いいね！287 

＊三重県立図書館  フォロワー102     （2013 年 1 月 9 日現在） 

・ＳＮＳは少ない予算で大きな効果と即時性がある 

・大切なのは①継続することと、②面白ネタ（ex.よい写真）を盛り込むこと 

 ・リツイート、「いいね」等の反応があることが、やりがいにつながる 

 

 

 

新しい手法・メディアを活用する 

県広報チャンネルを積極的に活用する 

～こんな情報を載せています！～ 

〇イベント情報がメイン 

  開催案内、内容やおすすめ、当日の様子や結果など 

   ☆彡 主催イベントは、①開催案内と②直前のお知らせを掲載 

〇その他は、テレビ・ラジオの放送情報や県政の情報など 

○反応がいいのは、地域のイベントを紹介するとき。地元での情報は

注目度が高いのかも。また、フェイスブックだとキレイな写真を載せ

ると「いいね！」がぐっと増えることも… 
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２２．． ララチラシチラシ・・ フフパンフレットパンフレット、、啓発啓発グッズグッズ    
    

    

    

○ 発信情報発信ののポイポイントは、①内容（おもしろさ）、②デザインデザイン    

・まずは企画ありき。目的に沿って、誰に、何を伝えたいのかを明確にして

魅力的な企画を作ることが第一 

○「楽しそうしそう」、「」、「気になる」と思ってもらえるよう、、デザデザインインを工夫する    

＊「みえアートプレス」は、表紙、サイズ等、デザインにこだわっている。 

＊表紙で「人」を取り上げると、見た人は「どんな人なのか」「どんな活動を

しているのか」と気になって手に取ってくれる 

＊新県立博物館では、絵が得意な職員が書いた職員の似顔絵や四コマを盛り

込んでいる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企画内容とデザインが重要 

～涙をのんで削ぎ落とし、デザインを重視！～ 

県の様々な文化施設の情報を総合的にお伝えする小冊子「みえアート

プレス」。制作側の「多くの情報を目立たせたい」という気持ちにより、

創刊号は文章が多く、イラストや色調を多様に使っていました。しかし、

読者にとっては過度な情報量や派手さよりも、締まった文章、きれいな

写真、統一されたレイアウトや色使いの方がカッコよくて読みやすいこ

とに気づきました。 

第2号からは掲載項目を絞り込み、原稿にメスを入れるなど、涙（？）

の削ぎ落としをし、必要最小限の情報のみを掲載。表紙とカレンダーペ

ージも統一色とし、落ち着いた印象の色づかいとしました。この結果、「毎

号ほしい」と問い合わせをいただくなど、人気の定番冊子になりつつあ

ります。 

広報は見栄えが大事。読者が「いいな」と思えるデザインを採用し、

読者が「見たい」、「すてき」と思ってもらうことが第一歩かと思います。 

 

⇒次のページも参照！ 
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○ シチラシややパンフパンフレットのなかで、一番目を引 はくのはタイトルタイトル    

○“お堅堅いい””目的目的は、タイトルにしない    

・特にイベントや講座等のチラシは、ゴールが見える（＝イベントに参加す

ることで参加者が何を得られるか）タイトルを！ 

 ・メッセージ性のあるサブタイトルも効果的 

○ シチラシ棚棚でもでも見見えるよう、タイトルはチラシの上からから１１／／３３にする    

 

 

 

 

○伝 たいことはえたいことは書く、でも書きすぎない    

・手に取ってもらうためには、見た目が大切。伝えたいことがあっても、文

字ばかりで手に取ってもらえなければ意味がない。思い切って言葉を絞って、

書きすぎないように注意！ 

○興味をを引引くためくためには、“お得感”も大切    

 ・「今しかできない」、「ここでしかもらえない」、「○○もできる」、「自由研究

に使える」など、“お得感”のある言葉は心をくすぐる 

○難 いしい言葉言葉、、馴馴染みの少ない言葉を使わずに啓発するする    

・「男女共同参画」が目的であっても、目的を全面に出すと、どうしても堅く

なってしまう。難しい言葉を使わずに、身近なこととして考えてもらうツー

ル・機会を用いる工夫が必要 

 ・外国人など、誰にでも伝わるように、「やさしい日本語」を使用する（×高

台、○高いところ） 

    

    

    

○ ゲットターゲットによによって、使い分ける    

 初心者向け：楽しそう、軽い気持ちで参加できる内容に 

 上級者向け：興味のある人に来てもらえる内容に 

ハードルは上げすぎない 

 学校向け ：他にも回れる施設があるか。先生は忙しいので、パッと分かる

もの 

 外国人向け：多言語、やさしい日本語を工夫。ふりがなも忘れずに 

 

 

こだわりどころはタイトル 

読みたくなる文章に！ 

ターゲットによって、作り方を変える 
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○学生などとなどと一緒一緒に啓発グッズを開発すると、作る過程過程がが啓発啓発の場となる    

＊「消費かるた」は、かるたの文面を大学生に考えてもらい、その過程その

ものがとても良い啓発の場となった 

 

 

 

 

○ ゲットターゲットにに届届くように、利用者目線で配架場所をを考考えるえる    

    ・せっかく作ったチラシや冊子、グッズも、当然数に限りがある。効果的な

配架場所、配布方法を考えることも大切 

＊人人がが集集まるまるところに    

 ・企業との包括協定を利用して、ショッピングセンターやコンビニにチラ

シを置いてもらう（窓口：広聴広報課） 

 ・みえ県民交流センターのチラシスペースは、ＮＰＯ等に情報発信したい

場合有効 

 ・フリーマーケットやゲートボール大会などで配布したり、他のイベント

で置いてもらったりする 

 ・バス利用者が必ず見る乗降口に広告を貼る 

＊ターゲットターゲットの目に触れやすいところに    

 ・カード型ＤＶ相談機関一覧は、ターゲットである女性が手に取りやすい

産婦人科や女性用トイレなどに設置している 

＊人脈人脈をを活用活用する    

 ・地域や職員のつながりを活用し、自治会や老人会、銀行や道の駅等に置

いてもらう 

＊学校学校にに配布配布する    

 ・学校に配る場合は、生徒・児童全員に行き渡るようにする。足りない場

合は、配ってもらえないこともあるので注意！ 

○限 れたられた予算予算ののなか、配布先を限定するの つのもひとつの手手    

 ・イベント会場のある地域の小学校にのみ配布するなど、来てくれる人がい

る地域にのみ配布し、重点化を図る 

 ・アンケートで参加者の少なかった地域には配布しないなど、選択と集中を

図る 

○ゴミににさせないさせないために    

 ・不要になった場合は、捨てずに他の人に渡してもらうようお願いする 

配布にも工夫する 

作る過程がタメになる場合も 
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○啓発グッズグッズはは作作ることが目的ではなく、どう活用するかがするかが重重要    

 ・例えば啓発のためにＤＶＤを作成したあと、配布しただけで満足してはい

けない。伝えたい人にきちんと伝わっているか、効果の検証が必要 

 ・学校現場には教材があふれているので、ただ配布するだけでは使ってもら

えない。出前講座を行ったり、校長会等で効果や活用方法をＰＲするなど、

活用までしっかり取り組むこと 

アフターケアも忘れずに 
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３． トイベントの開催 

    

    

 

○人が来来てくれなてくれない原因は、すべて自分たちにある！！    

 ・参加者がいないイベント・講座は、どんなに良い内容でも失敗である 

 ・失敗の原因は、「企画力」と「広報力」が不足しているから 

 ・「いつもと同じ」を繰り返すのではなく、失敗したという事実があるなら、

ゼロから企画を作り直す必要がある 

○まず企画企画ありきありき    

 １．対象者を絞る、目標を決める 

・対象を徹底的に絞り、イベントを開催する目的を明確にしたうえで、「ど

んな人に、どれくらい来てもらいたいか」といった具体的な目標を決める 

２．目標が決まれば、何をしなければならないかがおのずと決まってくる 

  ・どんな人に来てもらいたいかが決まれば、イベントの開催日時や場所、

内容、広報の仕方もおのずと決まってくる（みんなに来て欲しいからと

安易に土日をすると、誰も来ないこともあります） 

 

 

 

 

 

 

 ３．ゴールの見えるタイトルに 

・講座に参加して何を得られるか、タイトルからゴールが見えるようにする 

○ ッチコピーキャッチコピーは集客に重要な要素    

・どのようなタイトルにすれば、人が集まるか考える 

・グループ討議や発表は敬遠されがちなので、チラシに書かない 

・「全部の講座に参加必須」は NGワード 

・タイトルは誰でも楽しめる内容にするけど、しっかり啓発する 

○ ゲットターゲットのの興興味を引く“目玉”を用意する    

 ・「あれも、これも」と企画を盛り込むのではなく、「これがあるから人が来

る」といった目玉を用意する 

 ・有名人や食べ物で関心を引いたりするほか、「そこでしかできないこと」や

「夏休みの宿題に使える」など、付加価値を付けるのもひとつの手 

○ ゲットターゲットのの好好む申込み方法を選ぶ    

 ・申込み方法は多ければ多いほど参加者にはありがたい 

 ・ターゲットによって、好まれる申込み方法を選択する 

対象 参加しやすい曜日・時間 

子育て中の母親 平日の午前 

若い父親 日曜日の午後 

就業者 土曜日の午後、ノー残業デーの夕方 

年配者 平日の午後、季節の変わり目は避ける 

人が集まらない原因は自分たちにある 
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○ ントイベントでとるでとるアンケートは、広報媒体と参加動機機をたずをたずねねる    

    ・参加者の声をきくせっかくの機会なので、次に生かせる質問をする 

  「どこから来たか？」、「何で知ったか？」、「何を期待して参加したのか？」、

「何回目の参加か？」など 

○啓発をを目的目的とすとするアンケートは、質問の文言等を工夫工夫するする    

    ・意識調査や認知度アンケートを行う際は、質問に「知ってもらいたい」フ

レーズを盛り込んで、答えることで覚えてもらう 

    

    

    

    

○次の成功成功につなにつなげるためには、事後の評価が大切    

①事前のプロセス（スタッフの役割分担、ターゲットへの広報）は適切だっ

たか？ 

②定員に対しての参加者数はどうだったか、目標は達成されているか？ 

 ③アンケート回収率はどうか？ 

  必ず講座の時間内にアンケートを記入してもらうこと。回収率は満足度の

目安になる 

 ④受講動機と満足度はどうか？ 

  何を見て応募したか？どういう広報で知り、応募につながったのか 

〇ダメだだったことったことから課題を抽出し、次回 れはどうすればばよいのよいのか考える    

    失敗から多くのことを学び、次に活かす 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考 「満員御礼続出！人気講座の作り方」講師 牟田静香 

アンケートは有効に活用する 

次につなげるために 


